ワード文書で作成してください。撮影場所の説明は的確に！
説明文は300～400字程度で。ページレイアウトの余白は「狭い」で。
文字フォントは「HG丸ゴシックM-PRO」で、文字サイズは「12」でお願いします。
以下は、2019年の履修者「みきん」さんのレポートです（一部補足）。
--------------------------------------------------------------------------------------------
世田谷区の緑道　　　　　
ニックネーム　みきん

[bookmark: _GoBack]写真は、目黒川緑道が国道246号に交差するところ（目黒区大橋2丁目）で撮影したものである。この場所の約600ｍ上流には、烏山川と北沢川の合流点があり、それぞれが緑道として整備されている。東京都では、昭和 30年代の水害多発に加え、周辺の都市化で生活排水による苦情が増えたため、小規模な河川は暗渠化し、これを下水道幹線として転用するように整備が進められた。この事業での暗渠化は狩野川台風レベルの降水に耐える能力をもつことを原則とされた。烏山川・北沢川が暗渠化されたのは、1970 年代のことだ。1985 年の太子堂地区のまちづくり計画では、烏山川緑道は延焼遮断帯や地域の住民の憩いの場として位置付けがあり、遊歩道としての整備が強化された。写真の目黒川緑道脇に流れる小川のモチーフの水路は 1990 年に作られた。
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